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2015年度 素謡の会「宙にただよう恋」年間予定

第1回 《楊貴妃》	6月11日（木）
出演：杉浦豊彦、河村晴久、分林道治、宮本茂樹	ほか	
第2回 《小督》	 9月17日（木）
出演：片山伸吾、吉浪壽晃、大江信行、橋本忠樹	ほか
第3回 《定家》	 11月5日（木）
出演：河村晴道、味方健、味方玄、深野貴彦	ほか
第4回 《雲林院》	2016年2月4日（木）
出演：浦田保浩、浦田保親、橋本光史、林宗一郎	ほか

［関連企画］

「観能ツアー」
《兼平》《蝉丸》《天鼓》についての解説の後、能楽を鑑賞します。
日時：7月26日（日）　会場：京都観世会館（左京区）

「謡曲ひとめぐり」 
謡曲ゆかりの場所を訪れ能楽師による素謡を聴きます。
第2回《小塩》
日時：	2016年3月5日（土）
出演：	味方團、河村晴道、武田大志、河村和貴	ほか
会場：	大原野神社　参集殿（西京区大原野）

※イベント情報（P2）もご覧ください

時間：	受付開始18:00（待合：講堂）	開場18:30	開演19:00
会場：	大広間
料金：	前売1,500円／当日1,800円	※年間席札（4回鑑賞券）5,000円

「素謡の会」では、演目のイメージを観客の皆様にお伝えするため、ナビゲーターである田茂井
廣道氏とともに謡曲の舞台を実際に訪れ、撮影を行った取材映像も上映しています。これまで
京都のみならず他県にも取材に向い、ゆかりの地の様子を撮影してきました。さて、今年度1回
目の演目は《楊貴妃》。楊貴妃の出身地は中国、物語の舞台は常世の国（＝あの世）なのですが、
取材はどこに行けばよいのやら… 岩村空太郎（アート・コーディネーター）

「素謡の会」は今から11年前の春、源義経にまつわる謡曲を取
り上げた「義経を謡ふ」から始まりました。ある時は能作者

を、ある時は歴史上の人物や日本各地の実際の土地をテーマに取り
上げながら、様々な視点から、常に素謡の繊細かつ力強い響きと詞
をお届けしてきました。
今年度の素謡の会では、昨年、一昨年に紹介した観阿弥・世阿弥

につぐ能の大成者・金
こん

春
ぱる

禅
ぜん

竹
ちく

を取り上げ、素謡を通して禅竹の演目の
魅力や、観阿弥・世阿弥から引き継がれた能の神髄に迫ります。
金春禅竹は室町時代の猿楽師・能作者であり、世阿弥の娘婿でし

た。詩歌や仏教に深く通じ、《五音之次第》《歌舞髄脳記》《五音三曲集》
《六輪一露之記》などの著書を残し、この中で難解で神秘的な能楽論
を展開しました。また、謡曲そのものも「幽玄」を重視し、観阿弥・世阿
弥と比べて深遠なものが多いとされています。とにかく難しい印象を
持たれがちな禅竹の謡曲をより身近に感じていただくため、現代にお
いても普遍的なトピックスである「恋」に関する4演目を選び、男女の物
語を通して、禅竹の描いた世界をお楽しみいただきます。楊貴妃と
玄宗皇帝、小督局と高倉帝、式子内親王と藤原定家、二条后と在原
業平、それぞれの恋には、それぞれの手法によって、異なる情景が広
がっています。
さらに関連企画として、実際に能楽堂で能を鑑賞する「観能ツ
アー」や、謡曲ゆかりの場所を訪れ、その場所で素謡を楽しむ「謡曲
ひとめぐり」なども開催します。特に「謡曲ひとめぐり」は、昨年より始
まった新企画。第1回目は小野小町ゆかりの寺・退耕庵で「卒都婆小
町」を行い、普段とは違った空間で行う素謡は好評を博しました。2
回目となる今回は、大原野神社にて「小

お

塩
しお

」をお楽しみいただきます。
大原野神社は、小塩の舞台となった小塩山の麓にあり、在原業平が、
「大原や小塩の山も今日こそは	神代のことも思ひ出づらめ」との和
歌を詠んだ場所としても有名です。
この催しをきっかけにして、実際の能の公演にも足を運んでいただ
ければ、という思いから始まった「素謡の会」。「謡」「よう」という言葉を
タイトルに入れ、能を初めて見る人にも分かりやすく気軽に鑑賞できる
よう、素謡の前の解説、待合での演目にまつわる取材映像、詞章の書
かれたパンフレット等を用意しています。能楽師と観客の距離も非常
に近く、力強い声や豊かな言葉の響きを能楽堂よりもストレートに楽し
むことができます。
謡の力によって浮かび上がる、4つの恋の景色。大広間に広がる
男女の恋模様を、ぜひご堪能ください。

京都芸術センターでは、能のさまざまな曲を、京都を中心に活躍中の能
楽師が紹介する「素謡の会」を開催しています。能の原点である「謡」を通
して、詞章の持つ魅力や響きの美しさに着目し、毎年異なるテーマを設定
しながら、2005年から継続してきました。

田茂井廣道 （たもい ひろみち）
能楽師・シテ方観世流。田茂井廣和の長男。幼少期より河村晴夫、長じて13
世林喜右衛門に師事。3歳で初舞台。現在までに「石橋」「乱」「道成寺」「望
月」を披く。2005年度より京都芸術センター主催の素謡の会のナビゲーター
を勤める。海外公演の参加多数あり。子供から大人向まで、様 な々世代への
レクチャーを行なうなど、多方面から能楽の普及に努めている。

ナビゲーター

撮影：上杉遥

「素謡の会」これまでの歩み
年 タイトル 演目

2005年度 義
よし

経
つね

を謡
うた

ふ 橋弁慶、巴、敦盛、屋島、碇潜、正尊、船弁慶、安宅

2006年度 百
ひゃっかようらん

花謡乱 鞍馬天狗、千手、葵上、自然居士

2007年度 木
もく

謡
よう

日
び

の世
ぜ あ み

阿弥 高砂、清経、井筒、砧、融、山姥

2008年度 源
げん

氏
じ

の恋
こい

模
も

謡
よう

半蔀、夕顔、野宮、玉鬘、浮舟、源氏供養、葵上（番外編）

2009年度 寧
な

楽
ら しょう

謡
よう

采女、国栖、三輪、龍田、葛城、春日龍神、道成寺（番外編）

2010年度 一
いっ

調
ちょう

二
に

機
き

三
さん

声
せい

神歌・竹生島、敦盛、蝉丸、松風、融、熊野

2011年度 謡
うたい

の旅
たび

路
じ

田村、海士、玄象、隅田川（特別編）、頼政、二人静

2012年度 平
へい

家
け

を謡
うた

ふ 朝長、実盛、通盛、大原御幸

2013年度 ようこそ、観
かん

阿
あ

弥
み

さん 百万、自然居士、通小町、求塚

2014年度 世
せい

謡
よう

の春
はる

桜川、忠度、卒都婆小町（関連企画）、花筐、当麻

義経を謡ふ（安宅）

世謡の春（忠度／観世流・金剛流の共演）　撮影：上杉遥
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

アラヤー・ラートチャムルーンスック展
『NIRANAM 無名のものたち』
タイ出身の国際的美術家アラヤー・ラートチャ
ムルーンスックが、昨年5月から6月にかけて
京都に滞在して制作した映像・写真による新
作インスタレーションを展示。
会期：	5月18日（月）－6月14日（日）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南、談話室、インフォメー

ション

アーティスト・イン・レジデンス 2015
山本浩貴 成果発表展

「他者の表象 あるいは 表象の他者」
ロンドン在住の作家・山本浩貴による、京都
での滞在制作の成果発表。
会期：6月20日（土）－7月5日（日）
	 10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

［レクチャー］「日本におけるソーシャリー・エン
ゲージド・アートのかたち」
日時：	6月6日（土）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
定員：	30名（先着順／事前申込不要）

［アーティストトーク］「『他者』の系譜学―表象
に抗する表象」
日時：	6月20日（土）15:00－17:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
定員：	30名（先着順／事前申込不要）

京都いけばなプレゼンテーション2015
「やまと絵、琳派の草花をいける　花会」
京都を拠点に活動する華道34流派66名によ
るいけばな展。
会期：	6月6日（土）、7日（日）10:00－20:00　

※入場無料
※6日10:00－12:00は生けこみを公開

会場：	講堂、大広間、フリースペース

［関連企画］
いけばな体験〈いけばなの日 お稽古はじめ〉
日時：	6月6日（土）、7日（日）14:00－15:00
会場：	講堂
料金：500円（希望日を明記のうえ、要事前申込）
定員：各回20名（先着順）

アーティストトーク〈華道家による解説〉
日時：	6月6日（土）13:00－14:00
	 　 芦田一馬（遠州十四代宗家）

6月7日（日）11:00－12:00
	 　 大津光章（都未生流六世家元）
集合：	大広間
料金：	無料（事前申込不要）

伝統

素謡の会「宙にただよう恋」
第1回《楊貴妃》
日時：	6月11日（木）
	 開場18:30 開演19:00（受付開始18:00）
会場：	大広間（待合：講堂）
出演：	杉浦豊彦、河村晴久、分林道治、
	 宮本茂樹、田茂井廣道
料金：	前売1,500円／当日1,800円
※Topic01（P1）もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第24回「祇園囃子を知る」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企
画。6月は祇園祭を賑やかに彩る祇園囃子に
着目します。講師の木村幾次郎さんのお話し
の後、囃子の稽古風景を見学します。
日時：	6月12日（金）18:00－20:00
会場：	大広間、長刀鉾町会所（中京区）
講師：	木村幾次郎（公益財団法人祇園祭山鉾連

合会理事／長刀鉾囃子方）
料金：無料
定員：40名（先着順／要事前申込）
※Topic02（P4）もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第2回「国

こく

性
せん

爺
や

合
かっ

戦
せん

」
日時：	6月13日（土）14:00－15:30
会場：大広間
講師：小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金：無料
定員：100名（先着順／要事前申込）

明倫茶会

様々な分野で活躍している方々が席主となっ
て、開催するお茶会です。席主によって趣向
が異なるので、毎回新たな楽しみを見出せる
のが魅力です。

｢茶絲道（チャースールー）｣
日時：	6月27日（土）
	 10:00／11:30／14:00／15:30／17:00
会場：	講堂
席主：	堀口一子（茶絲道 主宰／茶人）
内容：	中国茶とお菓子
定員：	各席15名
料金：	1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･

電話番号･希望時間、同席希望の方がい
る場合はその方の氏名を明記の上、6月
5日（金）までに申込〔必着〕。ウェブサイトか
らも申込可。応募者多数の場合は抽選。

音楽

明倫レコード倶楽部 ［其ノ55］
「ひろがるうた」
日時：	6月28日（日）16:00－18:00
会場：	講堂
講師：	いしいしんじ
曲目：	デューク・エリントン楽団「A列車で行こう」、

祇園囃子「舟鉾」ほか
料金：	500円（ドリンク付）
定員：100名（先着順／要事前申込）
※Topic03（P4）もご覧ください

ダンス

大植真太郎オーディションワークショップ
ネザーランド・ダンス・シアターなど、海外カン
パニーで活躍する振付家・ダンサーの大植真
太郎による新作ダンス作品の出演者を募集し
ます。オーディションを兼ねたワークショップ。
新作は8月に京都芸術センターにて上演。
日時：	5月31日（日）13:00－18:00
	 6月1日（月）15:30－21:30
会場： フリースペース
料金：無料（要事前申込）

※上記のうちいずれか1日、希望の時間帯
をお知らせください

対象：年齢、性別不問
※パフォーマンスに加え音楽の経験があ
れば好ましい

※詳細はウェブサイトをご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

正直者の会 連続ワークショップ
1．「声に出して読んでみる」
好きな本を参加者に持って来ていただき、それ
を音読してもらいます。実際に声に出してみる
と全然違った印象を持つことがあります。「私」と
「文章」。「私」と「聞いてくれる人」との距離。そし
て「とりあえず人の話を聞いてみる」ことなど。
日時：	6月3日（水）19:00－21:30
会場：	ミーティングルーム2
定員：	10名

2．「〈戯声〉を体験してみる」
正直者の会のパフォーマンスの中心となる
〈戯声〉を実際に体験してもらいます。何人
かで「声」「言葉」「意味」「関係」などを出し入
れしながら、互いの声を戯れさせます。「声の
ダンス」をイメージしてください。
日時：	6月4日（木）19:00－21:30
会場：	ミーティングルーム2
定員：	10名

セレノグラフィカ
「梅雨のジメジメふっとばそう！」
いよいよ梅雨。ジトジトする湿気の影響は身体に
も及びます。どことなくうっとうしい感じを一掃で
きるトレーニングをいくつか体験し、身体本来の
パワーを実感して、最後は軽やかに踊りましょう。
日時：	6月6日（土）19:00－21:30
会場：	制作室11
定員：	8名
※動きやすい服装でお越しください

羽藤雅敏 「公開制作・眼を通して、色を聴く、
探す、考える」
4月から続けている抽象絵画の制作現場を公
開します。来場者が感じたことや、疑問に思っ
たことなどを気軽に共有できる空気の中、作
家と制作時間を過ごし、作品の成り立ちに触
れていただきます。
日時：	6月15日（月）13:00－17:00
会場：	制作室9
定員：	なし（事前申込不要）

広田ゆうみ＋二口大学
「からだで本をよむ 9」
声に出してみたり身体を動かしてみたり、物
語の世界で一緒に遊びましょう。
日時：	6月19日（金）19:00－21:30
会場：和室「明倫」
定員：10名
※動きやすい服装でお越しください

発表支援事業（共催事業）

下鴨車窓＃12『漂着（island）』
日時：6月12日（金）19:00★

13日（土）14:00／19:00★
14日（日）14:00
15日（月）14:00

★アフタートークあり
会場：	フリースペース
料金：	一般2,500円／25歳以下1,800円
	 ペアチケット4,300円（前売・当日共）
主催・問合せ：下鴨車窓
　TEL：050-5885-3347
　E-mail：hello@tana2yo.under.jp

第九回 やなみ会
『柳川三味線による地歌の会』
日時：	6月25日（木）開場18:00 開演18:30
会場：	大広間
料金：	無料（要事前申込）
主催・問合せ：やなみ会
　TEL：072-621-2923（飛山）

075-462-4067（戸波）
　E-mail：yuri_wa@softbank.ne.jp

『邦楽 皐月の会 Vol.4』
箏、三味線、尺八による合奏。
日時：	6月26日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	大広間
料金：	一般2,000円／学生1,000円
主催・問合せ：邦楽 皐月の会
　TEL：090-7968-5149（岡田）
　E-mail：satsuki@domei108.net

『エヴェレットゴーストラインズ』
日時：7月10日（金）19:30

11日（土）19:30
12日（日）14:00／17:00

	 	 ※受付、開場は開演の15分前
会場：フリースペース
料金：2,000円（全席自由）
主催・問合せ：村川拓也
　TEL：070-6925-5835（制作・トヨヤマ）
　E-mail：tommy@chikin-base.com
　WEB：http://e-g-l.jimdo.com

制作支援事業

Dance Fanfare Kyoto 03
舞台芸術における身体の可能性の探求をめ
ざした多彩な6つのプログラム。
日時：	5月29日（金）－31日（日）
会場：	元・立誠小学校（中京区）
料金：	前売1,500円－2,200円／当日1,800円

－2,500円
	 	 ※詳細はウェブサイトをご確認ください
問合せ：Dance Fanfare Kyoto実行委員会
　TEL：080-5345-9906（5月26日－31日のみ）
　E-mail：contact@dancefanfarekyoto.info
　WEB：www.dancefanfarekyoto.info

ドイツ同時代演劇リーディングシリーズvol.6
ドイツ文化センター・大阪＋夕暮れ社弱男
ユニット共同プロデュース『モノ』
日時：6月13日（土）19:00★
	 14日（日）14:00
	 	 ★アフタートークあり
会場：	AI・HALLカルチャールームA（兵庫県伊丹市）
料金：	前売1,800円／当日2,000円
問合せ：夕暮れ社弱男ユニット 制作部
　E-mail：yowaotoko_unit@yahoo.co.jp

悪い芝居vol.17 『キスインヘル』 大阪公演
日時：6月17日（水）19:00☆
	 18日（木）19:00☆
	 19日（金）19:00
	 20日（土）13:00／18:00
	 21日（日）13:00／18:00
	 22日（月）19:00
	 23日（火）14:00
会場：	HEP HALL（大阪市北区）
料金：悪い芝居結成10年記念公演開幕チ

ケット（☆のステージ）3,000円
	 一般前売3,800円／当日4,300円
	 U25前売2,800円／当日3,300円
	 高校生以下前売2,000円／当日2,500円
問合せ：悪い芝居
　TEL：090-3941-1481 
　E-mail：info@waruishibai.jp
　WEB：http://waruishibai.jp/KIH/index.html

遊劇体＃57『ふたりの蜜月』
日時：6月19日（金）19:00
	 20日（土）14:00／19:00
	 21日（日）14:00／19:00
	 22日（月）19:00
	 23日（火）14:00
会場： アトリエ劇研（左京区）
料金：	一般2,800円／学生2,000円（前売・当日共）
問合せ：遊劇体
　TEL：090-1907-6804 
　E-mail：yu_geki_tai@hotmail.com
　WEB：www.geocities.co.jp/yu_gekitai/

『KINOSAKI-UK DANCE CROSSROADS』
日時：	6月26日（金）19:00☆
	 27日（土）14:00／20:00
会場： 城崎国際アートセンター（兵庫県豊岡市)
料金：	一般前売1,000円／当日1,200円
	 中高生前売500円／当日700円
	 （小学生以下無料）
	 	 ☆プレビュー 一般500円／高校生以下無料
問合せ：城崎国際アートセンター
　TEL：0796-32-3888
　E-mail：info@kiac.jp

素謡の会「宙にただよう恋」
年間席札発売
日時：6月11日（木）、9月17日（木）
	 11月5日（木）、2016年2月4日（木）
	 開場18:30 開演19:00
	 （受付開始18:00）
会場： 大広間（待合：講堂）
企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師

シテ方観世流）
料金： 5,000円（全4回分）限定80枚

※お一人様2枚まで。完売次第終了
年間を通じて前売券をご購入いた
だくよりも安くなります

第238回 市民狂言会
日時：	6月26日（金）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	郭公、吹取、泣尼、神鳴
出演：	茂山千五郎、七五三、千三郎 ほか
料金：前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：443-206）
※団体券2,200円（20名以上）は京都
芸術センターにて取扱

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

トラディショナル・シアター・トレー
ニング（T.T.T.）2015 受講生募集
T.T.T.は、舞台芸術に携わる人を対象とし
た3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：	7月24日（金）－8月12日（水）
応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術に

関わる表現活動もしくは研究活動
を行っている方。原則として、すべ
てのスケジュールに参加できる方。
伝統芸能を積極的に学ぶ意欲の
ある方。国籍・年齢・性別は不問

定員：	24名（能・狂言・日本舞踊 各コース8名程度）
受講料：一般70,000円／学生・アーティ

スト（※審査あり）50,000円
※リピーター割引（過去にT.T.T.を受講
した方）一般50,000円／学生・アー
ティスト40,000円

締切：6月30日（火）〔必着〕
※応募書類は締切を待たずその都度
選考し、結果通知。定員になり次
第、募集終了

アーティスト・イン・レジデンス2016
パフォーミング・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアー
ティスト・イン・レジデンスプログラム。
2016年度はパフォーミング・アーツの分
野から募集します。
滞在期間：2016年4月1日（金）－2017年

3月31日（金）（3ヶ月以内）
応募資格：
・	パフォーミング・アーツの分野の芸術
家または芸術分野の研究者で、京都
に滞在し制作・調査研究などを行う理
由が明確な方。国籍不問
条件：
・	滞在期間中、市民との交流事業を企
画、実施すること
支援内容：
・	滞在期間中（3ヶ月以内）の宿泊場所の提供
・	制作場所の提供
・	制作費として1件につき（個人・グループ
問わず）20万円の補助

・	広報及び宣伝協力
・	アートコーディネーターによるサポート
締切：	6月30日（火）〔必着〕

夏休み芸術体験教室参加者募集
夏休み期間中に、小中学生や高校生が
芸術に触れる機会をつくるために、下記
の教室を開催し、参加者を募集します。
日時：	①邦楽（箏・尺八）

7月27日（月）、8月3日（月）、10日
（月）、17日（月）、20日（木）〔計５回〕
※8月23日（日）に京都芸術セン
ターで発表
※つめと練習用尺八代金を徴収し
ます〔つめ1,000円、尺八2,500円程
度・お持ちの方は不要〕

②邦舞
8月11日（火）、12日（水）、18日
（火）、19日（水）〔計４回〕
※８月23日（日）に京都芸術セン
ターで発表〔8月22日（土）発表会の
リハーサル開催予定〕
※浴衣・足袋をお持ちの方はご持
参ください

③能楽１（仕舞）
7月28日（火）、29日（水）、30日
（木）、8月4日（火）、5日（水）〔計５回〕
④能楽２（笛・小鼓・大鼓・太鼓）
7月28日（火）、29日（水）、30日
（木）、8月4日（火）、5日（水）〔計５回〕
※③④は8月6日（木）に大江能楽堂で発表
全教室も時間は１０:３０－１２:００

募集対象：①小学校４年生～高校３年生
②、③、④小学校１年生～中学校３
年生（ただし④笛は小学校４年生以上）

会場：	大広間 ほか
料金：	無料（一部実費）
定員：	邦楽－各２０名・邦舞－２０名
	 能楽１－２５名・能楽２－各１２名
申込方法：往復はがきに住所・氏名・ふ

りがな・学校名・学年・電話番号・
保護者名・希望教室を記入の上、
京都芸術センター「夏休み芸術体
験教室」係まで。
※①、④は第1希望・第２希望の楽器
名を、②は身長を必ず記入するこ
と。なお、全日程に参加できる方に
限ります。応募多数の場合は抽選

締切：	6月25日（木）〔消印有効〕

京都市芸術文化特別奨励制度
平成28年度奨励者の募集
新たな芸術文化の創造を促進し、京都
の芸術文化の振興を図ることを目的に、
これから大きくはばたこうとする若い芸
術家たちを奨励します。奨励金300万円。
※詳細は募集案内、申請書をご参照ください
締切：	7月31日（金）〔必着〕
問合せ先／申請先
○京都市文化市民局文化芸術都市推進
室文化芸術企画課 特別奨励制度担当
〒604-8006 京都市中京区河原
町通御池下る下丸屋町394番地　
Y･J･Kビル2階
TEL：075-366-0033
FAX：075-213-3181
WEB：www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000181426.html
○京都芸術センター 特別奨励制度係
（公益財団法人京都市芸術文化協会）
WEB：www.geibunkyo.jp/news/000237.html

申請者相談会
申請をお考えの方、制度の趣旨をお知
りになりたい方のため、次のとおり実施
します。個別の相談に応じます。
日時：6月20日（土）15:00－18:00
会場：京都芸術センター　
※事前申込不要（受付は17:30まで）

募集要項および応募用紙は、京都芸術センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに同センターまで送付または持参（持参の
場合は締切日の20時まで）。
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岸田國士戯曲の魅力とは何だろう。文学座による

上演をはじめ、故・深津篤史の名演出やケラリーノ・サ

ンドロヴィッチによるコラージュ作品など、ここ数年の

間も、かなり上演されている。冠に掲げた戯曲賞は有

名だが、それでいて多くの短編群がどのような特徴を

持っているのかについてはそれほど語られない。

今回の企画は２作の短編を東京のカトリ企画と大阪の

iakuが交互に上演するものであった。いずれも岸田の作

品をリライトした二人芝居で、岸田の作品は原案扱いだ。

カトリ企画の『ある夫婦』は岸田の小説『ある夫婦の

歴史』を渡辺一功（リュカ.）が改作。フランスに留学した

内海達郎（山田宏平）は10年間、妻・真帆子（北川麗）に

秘密で不倫をした過去がある。帰国後、留学先で知り

合ったフランス人ロベエルが来日し、昔の過ちが妻に

露見することを恐れる。小説に描かれるロベエルの放

蕩ぶりや、夫婦の友人の話は極力カットされ、代わり

に強調されるのは、夫・内海の無自覚なデリカシーのな

さ。彼は自らの過ちを正直に告白しようとせず、妻の言

葉を待つ受け身の態度をとる。岸田の作品には、しば

しば理屈をこねて体面を取り繕う男性が登場するが、

内海もまた同様の人物だ。傍若無人な内海の態度は時

代錯誤にも映るが、セクハラ野次が問題にされる昨今

を思い浮かべると、あながち古いとも言いきれない。

カトリ企画&iaku合同企画
～『紙風船』から90年 岸田國士の今～
3月18日（水）－21日（土）

インディペンデントシアター1st（大阪市浪速区）

込む余地はなく、余白すら徹底的にコントロールされ

ている。それが結果として“ダンス”へと向かう、という

のはちょっと想像できにくいかもしれないが、ヒリヒリ

とした緊張感を超えたところにある放心と熱狂は、そ

うそうない、中毒性のある体験だ。

話を2ndアルバムに戻すと、そのタイトルを90年

代ミニマル・ダブを象徴するユニット／レーベルの名

前から拝借していることからもわかるように、それは

“テクノ”との臨界点でもある。ここ数年、エレクトロ

ニック・ミュージックのシーンにおいて、エクスペリメ

ンタルなテクノ／ベース・ミュージックはひとつの潮

流になっているが（シャックルトンやアンディ・ストット、そし

てビョークの最新作のプロデュースワークでも話題になったア

ルカまで、その先鋭性と拡張の度合いはとんでもない！）、オ

ルタナティヴなバンドからのそこへのアプローチ、と

してgoatを捉えることもできるだろう。事実、日野自

身も現行の前衛／電子音楽の最前線であるベルリン

のレーベル〈PAN〉をフェイバリットに挙げているが、

今このタイミングでgoatが出てきた、というのは、例

えば10年後に今を振り返ったときにターニングポイン

トとなっているはずだ。などと言いながらも、4人とも

が椅子に座って、粛々と反復するなかで越境と更新

を繰り返す、というこの日のライブは、そういった文

脈や意味を超えて、音楽そのものの強度／純度とし

て圧倒的だったのは付記しておこう。

川村麻純展『鳥の歌』
3月7日（土）－5月10日（日）

京都芸術センター（中京区）

川村麻純の個展『鳥の歌』は、第二次世界大戦前後に

生まれ台湾人男性と結婚した日本人女性に照準して調

査を行ったその成果に基づき構成されている。一方の

展示室には調査の過程で収集された古い写真絵葉書や

古地図、川村が台湾で撮影した写真や映像が展示され、

もう一方には、3つの映像が投影され、3人の女性が台

湾人との恋模様、日本から台湾へと嫁いだことや当時

といって、他者の語りを機械的に語りなおしているわけ

でもない。他者の半生を語る彼女たちの優しく慎重な

佇まいは、発話者として他者の半生を語る「わたし」に、

そこで語られる人生を生きた「わたし」を寄り添わせ、

他者の生を自らに馴染ませようとしているかのようなの

である。本作は、個人的な半生を語る声を証言という

歴史的史料へと還元することはない。他者の半生を語

る女性たちは、語りなおしによって証言の不確かさや

歴史の虚構性を強調しているのではなく、他者の半生

を自らにまとわりつかせようとしているのである。そうし

た彼女たちの振る舞いを「口寄せ」に喩えてもよいだろ

う。霊媒師が死者の霊を自らの身体に憑依させて何か

を語るように、彼女たちは過去を生きた他者の記憶を

自らに憑依させ、「わたし」の半生を語るのである。

現代の女性の身体を依代にして、台湾に嫁いだ女性

の極私的な半生が語られていく最後に、ひとりの女性が

「わたし」の思い出の歌を静かに口ずさむ。「君がみ胸

に　抱かれて聞くは　夢の舟唄　鳥の歌…」。日本人男

性と中国人女性の恋愛を描いた映画『支那の夜』（1940

年）で李香蘭（山口淑子）が歌い、その後、各地で歌い継

がれてきた「蘇州夜曲」を、「わたし」が目を閉じ静かに

口ずさむ。その時、数多くの「わたし」たちによって生き

られた歴史的時間が、会場に木
こ

霊
だま

していたのかもしれ

ない。

の暮らしぶりを優しい口調で語っている。3人の女性が

語る個人史に耳を傾けていると、ふと奇妙な感覚にとら

われる。それは、彼女たちの語り方が時に単調に思えて

しまうほどに抑制的で、かつ、容姿から推測される彼女

たちの年齢とそこで語られている時代とが明らかに乖離

しているからである。彼女たちの年齢は、むしろそこで

懐古的に語られている当時の年齢に近い。それもその

はずで、彼女たちは自分自身の半生を語っているので

はなく、川村が聞き取りを行ったもっと高齢の女性の半

生を我が事のように語っているのである。

極私的で匿名的な彼女たちの告白を、その語りの内

容から、ポスト・コロニアル、エスニシティ、アイデンティ

ティにかかわる抽象的な問題へと敷衍してもよいだろう

し、当事者性を欠いた彼女たちの語りに、歴史証言に

おける真正性と虚構性の交錯を指摘することもできる

だろう。しかし、本作においてもっとも印象に残るのは、

他者の言葉を語る女性たちの佇まいや何気ない仕草

や表情である。彼女たちは、完全に他者に成り代わっ

て自らの半生を活き活きと語っているわけではなく、か

はやしだ	あらた／大学非常勤講師●語られた人の人生ということで、以下
の本をお勧めします。岸政彦『街の人生』（勁草書房	、2014年）。

歌い継がれる歴史

美術

林田新

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。
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生 し々くはない、でも肉体的。クールでありながら

高密度の熱を帯びている。またはプリミティヴでアー

バン。大阪を拠点とするバンド、goatの音楽は、そう

いった両極が同時にある状態を作り出す。ギター、

ベース、ドラム、サックスという4人編成で、ミュート音

やノイズ音といった素材を複雑に配置したフレーズを

ひたすら反復していく、その先に立ち上がる地平は身

体を直撃する“ダンス”だったりするからおもしろい。

中心人物でコンポーザーの日野浩志郎は、海外のイ

ンディー・シーンではひとつのトレンドにもなっている

“カセットテープ”というフォーマットでリリースするレー

ベル〈birdFriend〉を主宰するほか、大友良英がアー

ティスティック・ディレクターを務める「Asian	Meeting	

Festival	 2015」にも出演するなど、その動きが注視さ

れる存在だ。批評家・佐々木敦の主宰する〈HEADZ〉か

ら発表されたgoatの2ndアルバム『Rhythm	&	Sound』

は、ジャケットのアートワークを画家・五木田智央が書

き下ろしているが、依頼された際に「これが自分の表現

したかったもの（音楽）だ」と興奮したという。

そのリリースを記念してのライブは、圧巻だった。

細やかに構築された曲を、人が再現するからこその

誤差、だとかはあまり意図されずに、ただ緻密に、執

拗に、なぞっていく。メンバー個々の感情なんて入り

なかたに	たくや／ライター●音楽イベントの企画制作もしています。次
は6/26（金）渡邊琢磨Piano	Quintet（ピアノと弦楽の五重奏）	＠大阪・天満
教会に協力など。詳しくはhttp://www.cyoweb.comまで。

反復の先に、
オルタナティヴとテクノが
溶け合う岸田國士の過去と今

音楽

演劇

goat
2nd album 『Rhythm & Sound』 release party!!
4月18日（土）
LIVE SPACE CONPASS（大阪市中央区）

中谷琢弥須川渡

別離することのできない二人を描く『ある夫婦』とは対

照的に、横山拓也の改作した『わたしら葉桜』は、離れざ

るを得ない母娘を描く。「島田さん」とドイツへ行く娘（海

老名はな）とあーちゃんと呼ばれる彼女の母親（みやなお

こ）。二人はファッション雑誌の下に隠れたゴキブリ退治

に躍起になっている。原案の『葉桜』がよくある母と娘の

関係であったのに対し、この二人は親友のような関係を

築いている。話が進むにつれ明らかになるのは「島田さ

ん」が女性ということ。お友達のようでありながら、娘の

お見合いや孫ができてお婆ちゃんになることを望むあー

ちゃんは、娘の幸せを祈って最後は彼女の背中を押す。

両者に共通するのは、いまだに残る典型的な「家族」

のあり方だ。亭主関白であろうとする夫、伝統的な親

の立場を望む母。方向性は違えど、岸田國士の時代か

ら続く「家族」の姿が垣間見える興味深い改作だった。

軽妙洒脱な関西弁を交えた『わたしら葉桜』には特に

好感を持つ。岸田も後進の劇作家に方言で書くことを

薦め、いわゆる「劇作」派という作家たちを育てている。

ＳＮＳで知り合った娘と島田さんの関係や、揃いの部屋

着を着る母と娘の姿は、たしかにポップで現代風にみ

えるけれども、案外これはスタンダードな日本の近代

劇の展開のされ方なのかもしれない。
（観劇：3月18日）

すがわ	わたる／大阪大学助教●今号はじめて担当します。どうぞよろ
しくお願いします。両作品とも原案はインターネット上で読むことができ
ます（「青空文庫」http://www.aozora.gr.jp/）。便利な時代になりました。 撮影：金作日菜子

撮影：守屋友樹

金沢ナイトミュージアム2015『わたしら葉桜』より

図書室臨時休室のお知らせ
開架図書入替作業のため、6月1日（月）から30日（火）まで図書室を休室いたします。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

［明倫WS］羽藤雅敏「公開制作・眼を
通して、色を聴く、探す、考える」

アラヤー・ラートチャムルーンスック展
『NIRANAM	無名のものたち』（5/18－6/14）

京都いけばなプレゼンテーション2015

京都いけばなプレゼンテーション2015
［関連企画］いけばな体験〈いけばなの日	お稽古はじめ〉／アーティストトーク

素謡の会「宙にただよう恋」	第1回《楊貴妃》

大植真太郎オーディションワークショップ

［明倫WS］セレノグラフィカ
「梅雨のジメジメふっとばそう！」

［明倫WS］正直者の会
「声に出して読んでみる」

山本浩貴	レクチャー	「日本における
ソーシャリー・エンゲージド・アートのかたち」

［明倫WS］正直者の会
「〈戯声〉を体験してみる」

［明倫WS］広田ゆうみ＋二口大学
「からだで本をよむ	9」

明倫茶会
｢茶絲道（チャースールー）｣

［共催］第九回	やなみ会
『柳川三味線による地歌の会』

［共催］『邦楽	皐月の会	Vol.4』

明倫レコード倶楽部
［其ノ55］「ひろがるうた」

五感で感じる和の文化事業	月イチ☆古典芸能シリーズ
第24回「祇園囃子を知る」

五感で感じる和の文化事業	伝統芸能ことはじめ
第2回「国

こく

性
せん

爺
や

合
かっ

戦
せん

」

KAC	アーティスト・イン・レジデンス	プログラム2015
山本浩貴	成果発表展	「他者の表象	あるいは	表象の他者」（6/20－7/5）

［共催］下鴨車窓#12『漂着（island）』

山本浩貴	アーティストトーク	「『他者』の系譜学―表象に抗する表象」

mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon wedtue fri
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter
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これまでの月イチ☆古典芸能シリーズ（2015年）

第19回 遊びを知る～かるたを通じて～
日時：1月17日（土）
講師：前田直樹（大石天狗堂　九代目代表取締役）

第20回 古典と舞踏の身体論
日時：2月28日（土）
講師：	山本萌（金沢舞踏館主宰）、小林昌廣（情報科

学芸術大学院大学教授）、若柳吉蔵（日本舞踊
家）、善竹忠亮（能楽師大蔵流狂言方）、山本
瑠衣（金沢舞踏館）

第21回 いけばなの心を知る
日時：3月20日（金）
講師：中野恭心（華道本能寺家元華務長）

第22回 新内節を知る
日時：4月18日（土）
講師：新内枝幸太夫（新内弥栄派家元）

第23回 鳴物を聴く～応用編～
日時：5月16日（土）
講師：	中村壽慶（邦楽囃子方）、中村かなめ（歌舞伎

俳優）、中村圭介（ピアニスト）

※上記の催しは全て終了していますのでご了承ください

五感で感じる和の文化事業 月イチ☆古典芸能シリーズ
第24回 「祇園囃子を知る」
日時：	6月12日（金）18:00－20:00
会場：	大広間、長刀鉾町会所（中京区）
講師：	木村幾次郎（公益財団法人祇園祭山鉾連合会理事／長

刀鉾囃子方）
料金：無料
定員：40名（先着順／要事前申込）
※イベント情報（P2）もご覧ください

其ノ55「ひろがるうた」
日時：6月28日（日）16:00－18:00
会場：講堂
講師：いしいしんじ
曲目：デューク・エリントン楽団
　　　「A列車で行こう」ほか

其ノ56「つつみこむうた」
日時：12月26日（土）16:00－18:00
会場：講堂
講師：いしいしんじ
曲目：江利チエミ「ジングル・ベル」ほか

［番外編］
「昭和初期の軽音楽─ルンバの流行」
日時：7月4日（土）14:00－16:00
会場：ミーティングルーム2
講師：亀村正章
曲目：「アマポーラ」「シボネーの歌」ほか

「フルトヴェングラー特集」
日時：11月29日（日）14:00－16:00
会場：ミーティングルーム2
講師：亀村正章
曲目：「ウェーバー（歌劇）」
　　　「魔弾の射手」序曲ほか

「早春へ音でお誘い」
日時：2016年2月14日（日）14:00－16:00
会場：ミーティングルーム2
講師：亀村正章
曲目：未定

料金：500円（1ドリンク付）
※番外編は無料（ドリンクなし）
※イベント情報（P2）もご覧ください

京都の年中行事として広く知られている祇園祭ですが、まだまだ知ら
ないことがたくさんあります。奉納囃子と戻り囃子の違いをじっくり聴
き比べてみてください。 古川真宏（アート・コーディネーター）

レコードはさることながら、いしいしんじさんの装いもユニークでお茶
目で、お楽しみの一つです。蓄音機にシャンデリア、レコード、そして
いしいさん。時空を超えた雰囲気がいっそう盛りたてられます。休日の
締めくくりに、ぜひご来場ください。

西尾咲子（アート・コーディネーター）
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五感で感じる和の文化事業 月イチ☆古典芸能シリーズ 第24回

祇園囃子を知る

明倫レコード倶楽部［其ノ55］

いしいしんじの「ひろがるうた」

「コンチキチン」と祇園囃子の鉦
かね

の音が室町界隈
で聞こえてくる季節になってきました。京都

の夏の風物詩となっている山鉾巡行では、祇園囃子
がまちを賑やかに彩ります。今回の月イチ☆古典芸能
シリーズでは、祇園祭をより深く楽しむことができるよ
う祇園囃子に注目します。
京都市の中心部に立ち並ぶ山鉾はそれぞれの町会

の保存会によって伝承されています。祇園囃子は鉦・
締め太鼓・笛の３種類の楽器で演奏されますが、八坂
神社へ向かって進む時に囃す「奉納囃子」と、四条河
原町での辻廻し以降に囃す「戻り囃子」など、それぞ
れの曲が各山鉾によって異なります。

今年度最初となる「明倫レコード倶楽部」では、「ひ
ろがるうた」と題して、いしいしんじ氏がセレク

ションしたレコード名盤を聴きます。「コロちゃん」の愛
称を持ついしい氏の蓄音機が、いしい氏の手によって
ゆっくりと丁寧にハンドルを回され、今は懐かしい、し
かし若い世代には新しい音を会場に響かせます。
いしい氏の曲目パンフレットには、毎回、ビートル

ズやエラ・フィッツジェラルド、チャック・ベリーなど、
名前を見ただけで当時の熱狂で胸が熱くなるような
ポップス、ジャズ、ロックの名曲が並びます。しかし、
その並び順でレコードがかかるわけではありません。
いしい氏いわく「プログラムというものではなく、当日
になるまで、順番も含めて分かりません。こういう曲を
かける予定ですが、かけないかもしれない。」その時々
のいしい氏の直感で、偶然の一曲一曲と出会える喜
びがあります。
今年度は5回のSP盤とLP盤によるレコードの演奏
会を催します。クラシックの器楽曲やオペラ、バレエ、

今回の月イチは、巡行の先頭となる長刀鉾で57年前
から演奏している木村幾次郎氏を講師に招き、保存会で
の取り組みや、それぞれの山鉾・祇園囃子の特徴につい
てお聞きします。京都芸術センターでのお話の後、長刀
鉾町会所に移動し、実際に祇園囃子を練習している様子
を見学します。祇園祭の裏側を知るまたとない機会です。

映画の名曲から、ジャズ、ポップス、ロック、邦楽まで。
ジャンルや地域、時代を横断する名曲を、亀村氏とい
しい氏それぞれの持ち味ある選曲と解説、音響機材
の名器とともに、年間をとおしてお楽しみください。

五感で感じる和の文化事業は、京都の貴重な伝統文化を発
信し将来に継承する拠点施設となる「国立京都伝統芸能セン
ター（仮称）」の実現を目指して、試作的に取り組んでいるソフ
ト事業です。その一環として京都芸術センターでは、月に一
度、「月イチ☆古典芸能シリーズ」を開催しています。どなた
でも幅広く楽しめるよう、多彩な講師による「五感で感じる」レ
クチャーやツアーを企画しています。

2003年に始まり、今年で13年目を迎えた「明倫レコード倶楽
部」。音楽番組のプロデューサーを長年務めたレコード研究
家の亀村正章氏と、作家でありレコード愛蔵家のいしいしん
じ氏を進行役に迎えて、二人の貴重なレコード・コレクション
の中から、テーマに沿った名曲をお届けしています。

いしいしんじ
作家。京都在住。2003年『麦ふみクーツェ』で坪田
譲治文学賞、2012年『ある一日』で織田作之助賞を
受賞。著作に小説『ぶらんこ乗り』『ポーの話』『みず
うみ』『四とそれ以上の国』など、エッセイ『熊にみえ
て熊じゃない』『遠い足の話』など多数。

亀村正章 （かめむら まさあき）
京都放送株式会社（現KBS京都）で、クラシック音楽
を中心としたラジオ・テレビ音楽番組を企画制作。
退職後、大学講師や京都コンサートホールのプロ
デューサーとしても活躍。2003年より、明倫レコード
倶楽部の企画・司会・進行役を務める。

PROFILE

木村幾次郎 （きむら いくじろう）
（公財）祇園祭山鉾連合会理事。（公財）長刀鉾保存会評議員。長刀鉾祇
園囃子保存会太鼓方。1958年、9歳の時から長刀鉾囃子方へ鉦方として
参加し、1967年頃から太鼓方になる。祇園祭永年奉仕により京都府知事
と京都市長から表彰。京都観光文化検定1級に2回合格。2008年に佛教
大学四条センターでの講演、2011年に仙台七夕祭りで震災復興支援の
演奏、2014年に京都教育大学付属小学校で講演等、普及活動に取り組
んでいる。

PROFILE

平成27年度「明倫レコード倶楽部」年間プログラム

「明倫レコード倶楽部［其丿53］音をきく」より

京都芸術センターは新しい芸術振興の拠点として、2000年4月に誕生しました。以来、
伝統と現代、芸術と学術、芸術と産業等が交差し、新しいかたちの芸術が生まれる場と
なるため、様々な試みを行ってきました。芸術文化の情報を収集・発信し、また国内外の
芸術家と市民が交流する場となる事業も展開しています。
このような事業をさらに拡充するためには、みなさまのご理解とご協力は欠かすことが
できません。みなさまからお寄せいただきます会費・協賛金は、京都芸術センターの活動
ををより魅力のあるものとするために活用させていただきます。
京都の新しい文化芸術をそだてるサポーターとして、ぜひご入会ください。

※申込方法等、詳細はウェブサイトをご覧ください

京都芸術センター「友の会」
《団体・法人会員》 アサヒカルピスビバレッジ株式会社京都支店、学校法人大和学園、
京都商工会議所女性会、京都中央信用金庫、公立大学法人京都市立芸術大学、国
際ソロプチミスト京都、成安造形大学、全京都洋舞協議会（8件）

《個人・学生会員》 石田洋也、尾江榮三郎、加藤明子、北川祥子、熊谷壽美子、小池典子、
神保泰宏、菅井節子、野口久楽、長谷川昌史、星川茂一、宮永東山、村上良子、山田明子、
吉村光弘（26件）

京都芸術センター「協賛会」
《団体・法人会員》 株式会社ザ・パレスサイドホテル、株式会社トーセ、京都信用金庫、
大松株式会社、常盤ステンレス工業株式会社、吉忠株式会社（6件）

2015年5月1日現在（一部非公開）

京都芸術センター
「友の会」「協賛会」の
ご案内

平成26年度は次の皆様方に会員としてご協力いただきました。心より御礼申し上げます。（50音順・敬称略）


